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れた教材として“Hi, friends ! 2”Lesson 7の「桃太郎」の絵本は注目に値する。この「桃太郎」
の絵本部分は、『英語ノート１・２』にはなかった教材として、今後の外国語活動においてより
発展的展開を可能にするものである。本稿においては、『英語ノート２』にあった「大きなか
ぶ」と“Hi, friends ! 2”における「桃太郎」について比較し、外国語活動の中でのオリジナル劇
の持つ可能性について考えたい。 
 
２．新教材“Hi, friends !”の導入 



































 2012（平成24）年３月末現在、“Hi, friends !”はデジタル教材と共に、既に各小学校に届けら
れている。「Hi, friends ! 1 年間指導計画例」・「Hi, friends ! 2 年間指導計画例」、「Hi, friends ! 1 




 2.3 新教材への移行 
 新教材導入により、小学校の教育現場では、年間指導計画以下各レッスンの指導案に至るまで、
大小さまざまな変更が生じると推察される。一例として、アルファベットの単元は、『英語ノー









 3.1 『英語ノート２』における「大きなかぶ」 




 せりふの文については、“Wow, a very big turnip!”や“Grandpa pulls the turnip.”など４語文が











 3.2 “Hi, friends ! 2”における「桃太郎」 




１ See you later.         ２ See you. 
３ A peach!           ４ Look!  A boy! 
５ A good boy.         ６ I’m strong! 
７ We are strong!        ８ Please stay here. 
９ Kibidango.          10 Here you are. 
11 Thank you.          12 Take care! 
13 I’m brave!          14 Hello, Momotaro. 
15 How are you?         16 I’m good. 
17 Hi, Dog.           18 It’s kibidango. 
19 A kibidango, please.      20 We are good friends. 
21 Let’s go to Onigashima.    22 Look! Onigashima! 
23 Oh, yes.           24 We are strong and brave! 
25 That’s OK.         26 We are happy. 



















表１ 「大きなかぶ」と“We are good friends.”（桃太郎）の比較 
   
 『英語ノート２』 Lesson 8 
「オリジナル劇をつくろう」 
“Hi, friends ! 2” Lesson 7 













物語 ロシア民話『大きなかぶ』 日本の民話『桃太郎』 
表現と 
主な語彙 
Please help me. 
turnip, grandpa, grandma, pull, come, me, girl 
We are strong and brave. 
We are good friends. 
dog, monkey, bird, peach, boy,  
Grandpa, Grandma 
時間配分 ４時間 ６時間 
第１時 どのような話でしょうか 
・Let’s Listen 1 
 CDを聞いてどの物語か考えよう 














・Let’s Listen 3 CDを聞いて登場する順に
人物絵カードを置こう 










【Ｃ】“We are good friends.” 
─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
評価規準〈行動観察・振り返りカード点検〉 
【慣れ親しみ】まとまった話をきいている。 
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第３時 オリジナル『大きなかぶ』の物語を発表しよ
う 












─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
評価規準〈行動観察・振り返りカード点検〉 
【慣れ親しみ】・まとまった話を聞いている｡ 














































 「① 興味がもてる劇であること 
  ② 今まで学習した表現を生かせること 
  ③ 表現が平易で外国の人との交流に生かせる表現を含んでいること 
  ④ 全員が活動に参加できること（セリフを全員が言う） 
  ⑤ 児童の実態に応じて、児童自身が台本のアクションやセリフを吟味していくこと 
     ⑥ 相手に気持ちを伝えるためには何が必要であるかということが大事であると考えた」
〔７〕 
 
























 「① 課題作りの工夫 







  ② 「学び合う」場の設定と工夫 






  ③ 振り返りの工夫 












































 「① 交流に生かせるように、基本的挨拶表現を含んでいる 
  ② これまで学習してきた表現を生かせる 
  ③ 文型が単純である 
  ④ 語彙が少ない 
  ⑤ 台本全体の長さが５分程度である 






















 １ 担任によるICTを活用した読み聞かせ（実物や具体物を表示） 
 ２ 担任とALTで掛け合いながらの読み聞かせ 
 ３ グループごとにロールプレイ練習 
 ４ オリジナル劇の準備・作成 






  (１) どんな生き物がでてくるか気をつけて聞こう 
  (２) スイミーの気持ちを考えて、読み聞かせを聞こう 
  (３) 場面絵カードを並べながら物語を聞こう 
  (４) 場面絵カード取りをしよう」 
 読み聞かせに続く劇の発表については、 
 「みんなでスイミーの劇をしよう！ 
  (１) 好きな海の生き物の絵カードを作ろう 
  (２) 海の生き物になって、スイミーと会話をしよう 
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  (３) スイミーの劇をしよう」〔11〕 
 直山らの実践事例には、「大きなかぶ」を利用したオリジナルの劇を作るための具体的な活動
として、次のような段階を経た指導が提案されている。 
 「１ CDを聞き、何の物語かを考える 
  ２ どのような人物が出てくるかに注意して、「大きなかぶ」のＣＤを聞く 
  ３ 場面に合わせて、登場人物絵カードを黒板に貼る 
  ４ “Yo-heave-ho!”を言う 
  ５ CDを聞いて、どの場面か考える 
  ６ グループでオリジナルの物語の登場人物を考える 






















 6.1 教育的効果 
 北海道教育大学附属旭川小学校では、英語劇の効果として、児童から４点挙げられている。 
 「① セリフという形で英語の表現を身に付けることができた 
  ② 身振り手振りを交えながら英語の表現を身に付けることができた 
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  ③ 人前で恥ずかしがらずに英語表現を口にすることができた 



































７．“Hi, friends !”「桃太郎」の活用と可能性 











  ・児童の英語力に差がある。 
  ・教材の準備の時間が十分に取れない。 
  ・児童が自分から取り組んでみたくなるような授業内容の工夫。 
  ・授業中に、英語を話したいと児童が思う場・必要性のある場の設定が難しい。 
  ・児童の英語の発話量を確保することが難しい。 






















〔２〕 文部科学省ウェブサイト「新たな外国語活動教材、“Hi, friends !”の作成について（平成24年１
月12日） http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/24/01/1314922.htm 
〔３〕 文部科学省ウェブサイト「“Hi, friends !”関連資料」 
 http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/1314837.htm 
〔４〕 文部科学省『英語ノート２ 指導資料』pp.119-134. 
〔５〕 文部科学省『指導編 Hi, friends ! 2』2012年、pp.26-35. 
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